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＜要旨＞  

本研究は平成 26 年度からの継続研究である。最終年度となった平成 28 年度はこれまでの研究成

果のまとめに重点を置いた。以下に今年度の実績を記載する。 

１ 研究の概要 

 本研究は2つの研究活動から構成され、それぞれの研

究活動について記述した。 

【研究1：地域看護職の養成課程の検討】 

 卒業時における保健師教育の技術到達度に関する調査 

【研究2：地域で働く看護職の支援】 

1)養護教諭ストレスマネジメント研修会 

被災者支援担当者自身の癒しと被災者の心のケア活動

につなげていくことをねらいとし、平成26年度から「動

作法」を取り入れたストレスマネジメント研修会を県内

各地で継続的に開催した。 

2)新人保健師研修会  

PDCAサイクルに基づく保健活動の実践を目的に、就

業3年以内の行政保健師を対象とした研修を実施した。

平成 28 年度は岩手県中部保健所の要請に応じ研修会の

支援を行った。 

２ 研究の内容 

【研究1：地域看護職の養成課程の検討】 

 平成26年度（統合カリキュラム）と27年度（保健

師選択制カリキュラム）、それぞれのカリキュラム内容を

履修した4年生に対し、厚生労働省の「保健師に求めら

れる実践能力と卒業時の到達目標と到達度」に基づいた

自記式質問紙調査を実施し、両者を比較検討した。 

【研究2：地域で働く看護職の支援】 

 １)について 

本研修は平成２６年度以降盛岡会場の他、東日本大震

災被災地を会場に開催している。平成 28 年度は盛岡会

場と大船渡会場で開催した。実技を通じてストレス対処

行動を体験的に学んだ。 

３ これまで得られた研究の成果 

【研究1：地域看護職の養成課程の検討】 

 統合カリキュラム履修者72 名と保健師選択制カリキ

ュラム履修者 39 名の回答結果を比較検討した。その結

果、保健師選択制カリキュラム履修者の目標への到達割

合が1項目を除いたすべての項目で統合カリキュラム履 

 

修者よりも増加していた。特に地域看護職に必要なアセ

スメント能力の向上が顕著であり、選択制にしたことに

よる学習成果が表れていると判断された。この結果は平

成28年度第3回拡大教授会で報告された。また、年度

末に開催される地域看護学実習情報交換会において学生

指導の資料として共有し、地域看護学実習運営の検討材

料として活用している。 

【研究2：地域で働く看護職の支援】 

 １)について（写真1、2） 

養護教諭をはじめ子どもの心身の健康増進・発達発育

に携わる関係者２３名の参加があった。「緊張を強いられ

る場面でのリラックス法が体得できた」「自分をいたわる

ケアの大切さを実感した」などの感想があり、被災者の

健康支援の実践者に対するケアの必要性が実証できた。 

 

 

 

 

 

 

 

写真1：盛岡会場での様子    写真2：大船渡会場での様子 

４ 今後の具体的な展開 

【研究1：地域看護職の養成課程の検討】 

 効果的な授業や実習の展開方法に活用するため本調査

を継続する。 

【研究2：地域で働く看護職の支援】 

 得られた知見に基づき、ケアギバーに対する支援のあ

り方を検討していく。 

５ 論文・学会発表等の実績 

 今年度の実績はない。 
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